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ビジコムのマルチ決済ソリューション

Verifone  V200c

インバウンドには、レジ・POSの入替不用な、免税書類作成システム「あっと免税」、クラウド連携型オールインワン

POSシステムの「BCPOS」なら、免税書類作成から在庫・顧客・商品・売上管理・・等レジ周りを全てカバーします

スマートフォン決済は、「BCPOS」「あっと免税」に標準搭載「更に」Verifone V200cの導入でマルチ決済対応に！

「BCPOS」「あっと免税」は、

標準でスマホ決済を搭載、

申込ですぐに利用開始可能！

WeChatPay、AliPay、

bitcoinは、初期費用0円、

月額固定費0円で、利用料は、

使用した分の料率を手数料と

して支払うだけです

POS/レジの入替不用

免税帳票作成システム

インバウンドも対応

クラウド連携型POSシステム

ICカード/PCIDSS対応

コンパクト端末1台でマルチ決済対応

2018/8月予定

2018/秋予定サービス提供中

更
に
便
利

低価格の

WorldWide端末で

料率も低い



マルチ決済端末 VerifoneV200c

2018/05サービスin

クレジット/ギンレン

電子マネー

提供開始予定

Paypass

Paywave

AliPay予定

2018/08 2018/秋今後のサービス提供予定

・割賦販売法の法改正（ICカード対応、PCIDSS準拠）に対応

世界のセキュリティー要件を満たす、I Cカード対応の「EMV決済端末」、 割賦販売法のセキュリティシステム要件「PCI DSS準拠」対応システム

利用可能な決済サービス

・「あっと免税」or「BCPOS」 x Verifoneで、訪日外国人の決済を全て解決

免税帳票の作成に「あっと免税」外国人向け決済に「WeChatPay/AliPay」「bitcoin」「pay Wave/pay pass(2018/秋サービス開始予定)」が利用可能

ご利用には、インターネット回線（LAN）が必須です

2018/ 8月
サービス開始予定

2018/ 秋
サービス開始予定
(*1)

・プリンタ一付き端末だから、POS非連動の 単独決済端末として利用可能

39,800 円

Verifone V200c
2.9in.カラーモニター

磁気/ICカード(EMV)/非接触EMV

PCI PTS4.0 , EMV L1&L2準拠

プリンタ-58ｍｍ40Φ
L:190xW:80xH:70mm(310g)

BCPOS/あっと免税の利用で
利用可能な決済サービス



クレジット会社ビジコム店舗(加盟店)

申込書（原本）については、ビジコム宛にご返信（または直接お渡し）ください

・加盟店申込書

・Ark利用申込書　・Ark利用規約

の原本をお渡し(または郵送) 

加盟店申込記入の説明

ビジコム

■ 端末のソフトウェアバージョンアップについて
端末のソフトウェアバージョンアップは、端末をマニュアル操作し、バージョンアップの実行を行います。
バージョンアップの実行を行うと、インターネット回線を使いサーバから新しいプログラムをダンロードしインストールする仕様となっています。

・決定料率を協議の上決定

料率/価格のご説明

■ JCB契約について
JCBの契約は、加盟店（店舗）様と

JCBにて直接契約をお願いします。

JCB契約＝JCBの他、

AmericanExpress,Diners,Discover,

ギンレンを取り扱えます。

既に、JCBと契約をしている場合、

一度解約し、再契約を結ぶ必要が

あります。

最短約
18営業日（約3.5週）

最短約
10営業日（約2週間）

端末設置

加盟店申込

審査結果受領

発注

端末受領

申込書の不備チェック

審査結果報告
見積書発行

受注

端末設定依頼

端末キッティング
出荷

加盟店・店舗別に
端末登録

審査完了

申込書到着

Verifoneの申込みから設置までの流れ/入金サイクル/他

■ 「クレジット(ライフカード契約)」入金サイクル

■ 申込みから設置までの流れ

15日Ⓐ 末日Ⓑ締め日：

入金日： 15日絞めⒶの15日後*1 末日絞めⒷの15日後*1

絞めは、毎月1日～15日、16日～末日の2回、入金日は各締め日から15日後となります。
但し、*1 入金日が日曜祭日の場合翌営業日の入金となります。尚、振込手数料は加盟店負担とします。



Verifone V200c　料金表

￥ 6,000小計　

*1　交通系、Edy、NANACO、WAON、ID、QuickPay

V200c対応感熱ロール58mmx40Φ(20巻) ￥ 1,600消耗品

非接触利用ライセンス（ﾘﾘｰｽ後必要）￥ 3,000非接触EMVライセンス

磁気/ICｸﾚｼﾞｯﾄ,ｷﾞﾝﾚﾝ.利用ライセンス￥ 3,000EMVライセンス

磁気/ICｸﾚｼﾞｯﾄ,ｷﾞﾝﾚﾝ.センター￥ 3,000センター初期設定費用

クレジットセンター
初期費用

￥21,000小計　

￥10,000小計　

備考定価品名

￥15,000ｶｰﾄﾞ決済初期設定費用
端末単体利用時不用

￥ 6,000POS連動ケーブル
BCPOS連動時

6ブランド*1　ライセンス￥ 3,000アプリケーションライセンス

電子マネー利用ライセンス￥ 4,000クライアントライセンス(V/F)

電子マネーセンター￥ 3,000センター初期設定費用
電子マネーセンター
初期費用
（2018/08開始予定）

小計　

端末設定費用

ハードウェア

￥46,400

出荷前作業￥ 5,000キッティング（店舗別端末設定）

ピンパッドカバー付き￥39,800V200c（決済端末本体）

備考定価品名

利用＝クレジット+電子マネー（仮

利用＝クレジット

利用＝クレジット+電子マネー（仮

利用＝クレジット

利用＝クレジット+電子マネー（仮

利用＝クレジット

￥73,400合計V200c端末 +「BCPOS」

￥83,400合計V200c端末 +「BCPOS」

合計

合計

合計

合計

￥52,400V200c端末 +「あっと免税」

￥62,400V200c端末 「単体利用」

￥52,400V200c端末 「単体利用」

￥62,400V200c端末 +「あっと免税」

端末設置・指導費については別途見積もり

■ Verifone V200c 初期費用合計 （例

■ Verifone V200c 初期費用

磁気/ICｸﾚｼﾞｯﾄ/非接触￥ 500クレジット

6ブランド*1￥ 300電子マネー

端末
利用料

備考定価品名

■ Verifone V200c サービス利用料 / 月額

*1　交通系、Edy、NANACO、WAON、ID、QuickPay

注）電子マネーについては、サービスin後の提供開始となり、先行
してクレジット利用の場合、ご利用開始時に追加費用が発生します。



■Lifeカード申込書の記入例　（個人の場合）

営業許可Noについては、不明の場合未記入可
飲食、食品関連業の場合、なるべく記入する様にしてください

記入例）
食品衛生許可証・接待飲食等営業・特定遊興飲食店営業

■ JCB契約について

JCBの契約は、加盟店（店舗）様とJCBにて直接お願いしてください。

JCBで契約＝JCBの他AmericanExpress,Diners,Discover,ギンレンを取り扱えます。

既に、JCBと契約をしている場合、一度解約し、再契約を結ぶ必要があります。



■Lifeカード申込書の記入例　（法人の場合）

営業許可Noについては、不明の場合未記入可
飲食、食品関連業の場合、なるべく記入する様にしてください

記入例）
食品衛生許可証・接待飲食等営業・特定遊興飲食店営業

■ JCB契約について

JCBの契約は、加盟店（店舗）様とJCBにて直接お願いしてください。

JCBで契約＝JCBの他AmericanExpress,Diners,Discover,ギンレンを取り扱えます。

既に、JCBと契約をしている場合、一度解約し、再契約を結ぶ必要があります。



■他必要書類
クレジットの利用申し込みの他、端末管理サーバの利用申込書・・等が必要となります



■抑えておきたい【割賦販売法を一部改正】する法令について
かっぷ　はんばい

加盟店におけるセキュリティ対策の義務化
■ 加盟店（店舗）に対し、クレジットカード端末のＩＣ対応化、PCIDSS準拠の対応を義務付ける
　 ※ ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ情報の適切な管理（改正法第35条の16）、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ番号等の不正利用の防止（改正法第35条の17の15）

【改正のポイント①】　１．カード情報の漏えい対策

・加盟店におけるカード情報の「非保持化」PCIDSS (2020年3月までに完了)

店舗設置の決済端末内及び、決済端末と連動した店舗内のサーバ/POS/パソコン等にカード情報の保持及び、サーバ/POS/パソコン等から

カード情報を送信を行わない。正し、決済端末からカード情報を保持する事無く、リアルタイムに決済サーバと通信する場合、この限りではない。

※ポイント：旧世代(～2016年代)の決済端末の多く、非ICカード化の端末はPCIDSSに準拠していません。

【重要 > 2020年3月までにカード情報非保持化の為、決済システム(端末)変更または、下記PCIDSS準拠が必要】

・カード情報を保持する事業者のPCIDSS準拠

PCI DSS基準を満たせば、カード情報を店舗や法人で保持する事が容認されます。PCI DSS基準：PCI国際協議会によって認定された

審査機関による訪問審査を受けて、認証を得えPCI国際協議会のサイトに掲示される事（膨大な費用がかかります）

店舗への罰則はありませんが、PCIDSS準拠していない場合、カード会社から契約解除され、カード決済ができなくなる事が予想されます。

【改正のポイント②】　２．偽造カードによる不正使用対策

・決済端末の「100%IC対応」の実現(2020年3月までに完了)

緩和事項 :加盟店のカード利用時の書面交付義務を緩和する
クレジットカード利用時（分割・リボ払い等２月超）における加盟店の書面交付義務を緩和し、電子メール等による情報提供を可能とする。
また、情報提供項目のうち「商品等の引渡し時期」と「契約の解除」については「特約があった場合に限る」こととする。

1.カード会員データを保護するために、ファイアウォールをインストールして維持する

2.システムパスワードおよびその他のセキュリティパラメータにベンダ提供のデフォルト値を使用しない

3.保存されるカード会員データを保護する

4.オープンな公共ネットワーク経由でカード会員データを伝達する場合、暗号化する

5.すべてのシステムをマルウェアから保護し、ウィルス対策ソフトウェアまたはプログラムを定期的に更新する

6.安全性の高いシステムとアプリケーションを開発し、保守する

7.カード会員データへのアクセスを、業務上必要な範囲内に制限する

8.システムコンポーネントへのアクセスを確認・許可する

9.カード会員データへの物理アクセスを制限する

10.ネットワークリソースおよびカード会員データへのすべてのアクセスを追跡および監視する

11.セキュリティシステムおよび管理手順を定期的にテストする

情報セキュリティポリシーの維持 12.すべての担当者の情報セキュリティに対応するポリシーを整備する

ネットワークの定期的な監視およびテスト

PCI DSSでは、以下のデータセキュリティ基準が定められ、それぞれ12項目の要件として定義されています。
安全なネットワークとシステムの構築と維持

カード会員データの保護

脆弱性管理プログラムの整備

強力なアクセス制御手法の導入

※割賦販売法を一部改正する法令の、アクワイアラやECサイト等、対面販売に関連しない項目は、割愛しています



■ ビジコムの決済連動ソリューションのセキュリティについて

端末の安全性（PCI PTS）端末盗難リスク

端末に求められるセキュリティー基準として、PCI PTSがあります。

PCI PTSでは、PIN PADで入力したデータを暗号化する事や、装置の開封を検知すると自動的に機密データを消去する機構や、

入力時の手元を隠すスクリーン機能、などが求められます。

また、Verifoneでは、端末に独自OSを使用する事で、パソコンに接続して、仮にOS層までアクセスできても、独自OSの為コマンド等を理解して

いないと、データの取得や内部にウィルスソフトを進入させる事も不可能となっています。

端末とサーバ通信、WANや、Wifi通信のリスクについて

端末からサーバへの通信は、端末内で特殊に暗号化されたデータで通信を行う為、端末とサーバ間の通信データを傍受されてた場合でも複合化でき

ない仕組みになっています。（SSL通信とは比較にならない安全性が確保されています）

POSに求められるセキュリティ、POS側のデータ保持、マルウェアウィルス感染時

端末とPOS間の通信では「カード種別(Visa/master‥等)」「金額」「決済OKか？」・・・等で、重要なカード情報のデータ通信は行っていませ

ん。会計時に会員カードを使用して個人が特定できても、カード番号を取得していないので、カードの不正利用はできない仕組みとなっており、

POS端末へ感染するマルウェアによるデータ流出も、カードデータがないので安全です。

これにより、ソフトウェアベンダーに求められる、PA DSSのセキュリティーが不要となっています。

PCI DSS基準のソリューション

端末には、カード情報やログ等を残さない仕組みのEMV端末*（ICカード対応）、また、上記の様に様々な対策が取られている、ビジコムの決済ソ

リューションを導入する事で、PCI DSSのセキュリティ基準を満たした決済システムの構築が可能となっています。

PCI SSCが定めるPCIの基準を全てクリアー

PCI DSS（Payment Card Industry Data Security Standard） 、PCI PTS（Pin Transaction Security）、PA-DSS（Payment 

Application-Data Security Standard） Visa、MasterCard、JCB、American Express、Discoverの国際ペイメントブランド5社が定めた、

カードのセキュリティ基準を全て満たしたシステムとなっています。

*EMVとは

国際カードブランドであるVisaとMasterCardが策定した「ICチップ搭載クレジットカードの統一規格」です。 両社の頭文字である「M」と「V」に、規格策定

当時ヨーロッパでMasterCardブランドを運営していたEuropay Internationalの「E」を加えて「EMV」と名付けられました

前項では、割賦販売法の改定により、店舗の決済端末を最新の物にする必要性を説明しましたが、ビジコムのPCI DSS決済ソリューションは
下記の仕様になっているので安全です。
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